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「唾液」の機能

2026.1

自浄･抗菌作用 消化作用

粘膜保護･潤滑･修復作用 再石灰化作用

１日１ℓ以上も分泌される唾液は、
食べかすやプラーク(歯垢)を洗い流し
抗菌作用をもつ成分が口の中の細菌の
増殖を抑えます。

咀嚼によって食べ物と混ざり、
飲み込みやすい形になります。
唾液に含まれる酵素により、デンプン
を分解し消化しやすくします。

唾液が歯や粘膜を保護し、
乾燥を防いで、食事や会話が
スムーズになります。
傷の治癒を助ける働きもあります。

食後、虫歯菌により酸性になった
お口の中を中性に戻して歯の脱灰を
防ぎ、歯の再石灰化を促して
虫歯予防に役立ちます。

口腔乾燥症(ドライマウス)とは？

さまざまな原因によって唾液の分泌量が少なくなり、
口の中が乾燥してしまうことです。

ドライマウスの原因

• あまり噛まない
• 口呼吸
• 薬物の服用
• 唾液腺の病気
• 自律神経失調症 など

ドライマウスに起因する症状

虫歯・歯周病

口臭

感染症

味覚障害

消化器障害

嚥下障害

舌痛症･口角炎

口の中の感染症である
虫歯や歯周病になりやすくなる

口の中で雑菌が繁殖しやすく、
口臭の要因となる

抗菌作用が低下して風邪や
肺炎などの抵抗力が弱まる

舌の上が炎症を起こすと味を
感じる器官「味蕾」も障害を受ける

唾液が少ないと胃に負担がかかり、
胃痛や胃の不調を招きやすい

高齢者に多く見られる症状で
食べ物をうまく飲み込めない

口の中に常在しているカンジダ菌
が増えて粘膜に炎症を起こす

歯科健診を受診し、
歯科医に相談しましょう！
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